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のスピン成分の秩序に対応 し,低温側のそれはCCZの容易軸方向のスピン成分の秩序に
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励起が観測 され,その解析 より Co-r･ich反強磁
性相においてもFeスピンはCC2の窄易軸 と


















スバウアー分光やESRでみると Feスピンは相図か ら予想 きれる方向を向いていない｡
しかし Feスピンはまわりと独立な常磁性スピンではなく,ちゃんと内部磁場を受けた秩
序状態にある.一方 ,中性子散乱の結果は相図か ら予想 されるスピン成分だけが長距離秩
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